
　
青
森
県
中
西
部
に
位
置
す
る
同
県
立
五
所
川
原
農
林

高
校
は
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
学
校
だ
。
全

国
的
に
農
家
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の
農
業
を
活

性
化
さ
せ
る
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
の

柱
と
し
て
、
農
業
生
産
の
国
際
的
な
第
三
者
認
証
「
Ｇ

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
　
Ｇギ

ャ

ッ

プ

．Ａ
．Ｐ
．」（
＊
１
）（
以
下
、
同
認
証
）

の
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
同
認

証
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
で
提
供
さ
れ
る
食
材

の
調
達
基
準
の
１
つ
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
的
に

普
及
し
て
い
る
が
、
審
査
の
厳
し
さ
も
あ
っ
て
か
、
日

本
の
農
家
で
の
取
得
率
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
そ
う
し

た
中
、
同
校
で
は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
、
全
学
科
か

旧制・北津軽郡立農学校として設
立。校訓「正剛明朗」の下、社会
で代替不可能な「人財」の育成
を目指す。全国農業高等学校長
協会のアグリマイスター顕彰制
度では、マイスターの認定数が
２年連続日本一を記録している。

設立 １９０２（明治３５）年

形態 全日制／生物生産科・森林科学科・環境土木科・食品科
学科・生活科学科／共学

生徒数 １学年約１３５人

２０１７年度進路実績（現役のみ）　公立大は、青森公立大に１人が
合格。私立大は、専修大、東京農業大、日本大、近畿大などに延べ
１６人が合格。短大、専門学校進学６２人。就職９０人。

住所 〒 037ー 0093　青森県五所川原市大字一野坪字朝日田
 12ー 37

電話 0173ー37ー2121

Web site http://www.goshogawara-ah.asn.ed.jp
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徹
底
し
た
品
質
管
理
の
実
現
に
向
け
、

潜
在
リ
ス
ク
へ
の
意
識
づ
け
を
強
化

「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
　

Ｇギ

ャ

ッ

プ

．Ａ
．Ｐ
．」へ
の

挑
戦
を
通
し
て
、地
域
の
農
業
の

発
展
を
支
え
る
人
材
を
育
成

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

変革のステップ

• 農業市場が世界規模で拡大する中、時代の変化に
適応し、持続可能な農業に貢献する人材を育成し
たいと考えた

背景と課題

実践内容

• 前向きに学習する生徒が増え、農業への規範意識
が向上。地域農業への貢献につながっている

•農業関連の進路希望者が増加

•国際化する農業への対応の強化を目指す

•「ＧＬＯＢＡＬ　Ｇ
ギ ャ ッ プ

.Ａ.Ｐ.」への挑戦　全学科から希
望者を募ってチームを編成し、農業生産の国際的
な第三者認証「ＧＬＯＢＡＬ　Ｇ.Ａ.Ｐ.」の取得を目
指す。また、１年次の必修科目「農業と環境」で
全生徒の認証審査への意識づけを強化

•学校設定科目「五
ご

農
のう

チャレンジ」の設置　全学年
で学び直しの時間を正課に位置づけ、ベネッセの
「マナトレ」を用いた問題演習に取り組む

•「課題研究」　専門性の向上に向け、２・３年次に、
地域の農業にかかわるテーマで探究学習を行う

成果と展望

＊１　ヨーロッパの民間企業が、農場の土壌や水質の保全、使用機材や肥料の管理方法といった２００以上の項目について、農産物の栽培から収穫・出荷までの全工程を
毎年審査し、それらの安全性を保証する規格。「Ｇ.Ａ.Ｐ．」は、「Good Agricultural Practice」の略。
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ら
希
望
す
る
生
徒
を
募
っ
て
「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
　
Ｇ
．Ａ
．

Ｐ
．チ
ー
ム
」（
以
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
チ
ー
ム
）

を
編
成
し
、
同
認
証
へ
の
挑
戦
を
開
始
。
同
年
度
に
、

校
内
で
栽
培
す
る
リ
ン
ゴ
の
審
査
を
申
請
し
、
日
本
の

高
校
と
し
て
は
初
め
て
同
認
証
を
取
得
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
背
景
に
は
、
農
業
の
国
際

化
の
進
展
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴

い
、
消
費
者
は
世
界
中
の
農
産
物
を
手
軽
に
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
農
家
が
手
が

け
る
作
物
の
お
い
し
さ
や
安
全
性
を
、
各
国
に
対
し
て

客
観
的
に
証
明
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
販
路
を
海
外

に
拡
大
し
、
産
業
と
し
て
の
農
業
の
魅
力
を
高
め
る
原

動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
国
際
社
会
で

必
要
と
さ
れ
る
農
業
の
規
範
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
同
認
証
へ
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
ま

た
、そ
れ
を
通
し
て
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
も
あ
っ
た
。
山
口
章
校
長
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「高
い
目
標
の
達
成
に
向
け
、
仲
間
と
協
働
す
る

中
で
、
生
徒
は
学
び
を
深
め
、
自
分
の
可
能
性
に
も

気
づ
く
で
し
ょ
う
。
認
証
の
取
得
を
目
指
す
過
程
に

こ
そ
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
16
年
度
か
ら
は
、
農
業
の
基
礎
を
学
ぶ
１
年
次
の
必

修
科
目
「
農
業
と
環
境
」
に
お
い
て
、
全
生
徒
に
向
け

て
同
認
証
へ
の
意
識
づ
け
を
強
化
し
て
い
る
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
同
認
証
を
「
農
場
の
健
康
診
断
」
と
呼
ん

で
意
義
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
し
、
自
分
た
ち
の
健
康

診
断
と
同
じ
よ
う
に
、
普
段
の
実
践
が
審
査
結
果
に
結

び
つ
く
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
徹
底
し
た
安
全
性

と
品
質
の
保
証
が
同
認
証
の
根
本
理
念
で
あ
る
た
め
、

実
習
で
は
、
潜
在
し
て
い
る
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぎ
、

農
産
物
の
さ
ら
な
る
安
全
性
と
品
質
の
向
上
を
目
指
し

て
、
課
題
の
発
見
・
解
決
力
の
育
成
を
重
視
。
生
徒
同

士
が
話
し
合
い
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
。

教
師
は
生
徒
の
間
違
い
に
気
づ
い
て
も
直
接
的
に
は
指

摘
せ
ず
、「
な
ぜ
そ
う
考
え
る
の
か
」
を
問
い
か
け
て

い
く
。
さ
ら
に
、
他
教
科
・
科
目
で
の
学
習
内
容
を
振

り
返
り
、
化
学
肥
料
に
頼
ら
ず
に
土
壌
の
環
境
を
改
善

す
る
方
法
な
ど
を
考
え
さ
せ
る
場
も
設
け
て
い
る
。
生

物
生
産
科
主
任
の
越こ

し

谷や

晋し
ん

樹じ

先
生
は
、
こ
う
話
す
。

　「現
状
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
工
夫
は
、
農
業

だ
け
で
な
く
、
ど
の
職
種
・
分
野
で
も
必
要
と
さ
れ

ま
す
。
同
認
証
を
き
っ
か
け
に
、
改
善
策
を
積
極
的

に
提
案
す
る
姿
勢
を
育
み
、
生
徒
の
生
き
る
力
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
」

　
同
認
証
の
審
査
の
観
点
や
内
容
な
ど
は
毎
年
更
新
さ

れ
る
た
め
、
過
去
に
認
証
を
取
得
し
た
作
物
に
つ
い

て
も
、
再
申
請
に
あ
た
っ
て
は
改
め
て
対
策
を
立
て
る

必
要
が
あ
る
。
同
校
は
、
16
年
度
に
は
リ
ン
ゴ
と
米
で

同
認
証
を
取
得
し
た
。
17
年
度
に
は
、
先
出
の
作
物
に

加
え
て
メ
ロ
ン
で
の
取
得
も
目
指
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ギ
ャ
ッ
プ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
28
人
は
、
今
年
５
月
か

ら
放
課
後
を
中
心
に
準
備
を
本
格
化
さ
せ
た
。
３
年
生

が
下
級
生
を
指
導
し
な
が
ら
、
９
月
中
旬
の
審
査
に
向

け
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
。
17
年
度
の
審
査
項
目
リ

ス
ト
に
基
づ
い
て
課
題
を
洗
い
出
す
と
と
も
に
、
施
設

の
改
善
や
農
場
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
っ
た
（
認
証

審
査
の
結
果
は
、
12
月
に
発
表
さ
れ
る
予
定
）。

　
８
月
末
に
は
、
本
番
に
向
け
た
最
終
調
整
と
し
て
、

弘
前
大
学
Ｇ
．Ａ
．Ｐ
．
相
談
所
の
山
野
豊
所
長
が
審
査

員
役
と
な
り
、
チ
ー
ム
の
代
表
者
で
あ
る
３
年
生
数
人

と
質
疑
応
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
作
成
中
の
申
請
書

類
と
メ
ロ
ン
畑
を
そ
れ
ぞ
れ
点
検
す
る
公
開
模
擬
審
査

を
行
っ
た
。
書
類
に
よ
る
点
検
で
は
、
リ
ン
ゴ
・
米
・

メ
ロ
ン
の
栽
培
に
関
す
る
リ
ス
ク
評
価
・
管
理
が
、
主

要
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
と
な
る
。
生
徒
の
受

け
答
え
か
ら
は
、
農
薬
の
処
理
や
病
害
虫
の
駆
除
、
生

物
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境
保
全
と
い
っ
た

認
証
の
取
得
を
目
指
し
、

主
体
的
に
行
動
す
る
生
徒
た
ち

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校

加
藤
佑
也
　か
と
う
・
ゆ
う
や

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
食
品
科

学
科
主
任
。「
自
ら
考
え
る
力
を
養
え
る
よ
う
生
徒

を
導
く
」

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校

越
谷
晋
樹
　こ
し
や
・
し
ん
じ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
生
物
生

産
科
主
任
。「
農
業
を
通
し
て
社
会
に
通
用
す
る
人

間
を
育
て
る
」

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校

三
上
浩
樹
　み
か
み
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
環
境

健
康
フ
ィ
ー
ル
ド
長
。「
と
も
に
学
び
、
成
長
す
る
。

新
し
い
こ
と
、難
し
い
こ
と
に
も
生
徒
と
挑
戦
す
る
」

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校
校
長

山
口
　章
　や
ま
ぐ
ち
・
あ
き
ら

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「『
生
徒

の
将
来
に
責
任
を
持
つ
教
育
』。
激
動
す
る
社
会
を

生
き
抜
く
力
を
生
徒
が
育
め
る
よ
う
コ
ー
チ
す
る
」
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様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
物
理
や
化
学
、
生
物
な
ど
の

教
科
・
科
目
の
知
識
を
活
用
し
て
分
析
し
、
解
決
策
を

講
じ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。
メ
ロ
ン
畑
の
点
検

で
は
、
収
穫
・
運
搬
上
の
リ
ス
ク
管
理
や
灌か

ん

水す
い

装
置
な

ど
の
改
善
点
を
し
っ
か
り
説
明
す
る
生
徒
の
姿
が
見
ら

れ
た
（
写
真
１
）。
食
品
科
学
科
主
任
の
加
藤
佑
也
先

生
は
、
生
徒
の
成
長
を
実
感
す
る
と
話
す
。

　「
入
学
当
初
は
引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
生
徒
も
、

チ
ー
ム
内
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え

を
順
序
立
て
て
、
的
確
に
言
葉
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
視
野
が
広
が
る
た
め
、
１
つ
の

課
題
を
い
く
つ
も
の
角
度
か
ら
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
思
考
力
や
判
断
力
な
ど
も
総
合
的
に
身
に
つ

い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　
同
認
証
の
取
得
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
チ
ー
ム

に
は
、
自
分
た
ち
の
実
践
を
校
外
で
紹
介
す
る
機
会
が

増
え
て
い
る
。
全
国
の
高
校
や
施
設
な
ど
か
ら
講
演
を

依
頼
さ
れ
る
ほ
か
、
衆
議
院
議
員
会
館
で
国
務
大
臣
を

含
む
国
会
議
員
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
ま
た
、
16
年
度
の
メ
ン
バ
ー
の
代
表
者
は
、

９
月
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
　
Ｇ
．Ａ
．Ｐ
．
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、

世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
農
業
関
係
者
を
前
に
英
語
で

ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
た
。
さ
ら
に
、
17
年
１
月
に
は
、

中
国
の
四
川
省
を
訪
問
し
、
自
分
た
ち
が
栽
培
し
た
リ

ン
ゴ
を
現
地
の
一
流
百
貨
店
で
販
売
し
た
（
写
真
２
）。

そ
の
準
備
と
し
て
、
県
内
の
私
立
大
学
の
中
国
人
教
授

を
招
き
、
中
国
語
の
講
習
会
を
３
回
行
っ
た
。
短
期
間

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
生
徒
も
販
売
に
用
い

る
中
国
語
を
マ
ス
タ
ー
し
、
現
地
の
販
売
会
場
で
は
中

国
人
に
間
違
え
ら
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

　「
自
分
に
と
っ
て
切
実
な
課
題
だ
と
感
じ
る
と
、

生
徒
は
大
変
な
意
欲
と
集
中
力
を
見
せ
ま
す
。
日
本

の
農
家
の
代
表
と
し
て
参
加
す
る
と
い
う
責
任
感
も

加
わ
り
、
さ
ら
に
『
頑
張
ろ
う
』
と
い
う
気
持
ち
が

高
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
山
口
校
長
）

　
同
認
証
へ
の
挑
戦
に
は
、
２
つ
の
取
り
組
み
の
支
え

が
大
き
い
。
１
つ
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
学
び

直
し
を
行
う
、
全
学
年
対
象
の
学
校
設
定
科
目
「
五ご

農の
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
だ
。
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊

２
）
を
用
い
て
問
題
演
習
を
進
め
て
い
る
。
環
境
健
康

フ
ィ
ー
ル
ド
長
の
三
上
浩
樹
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
生
徒
が
前
向
き
な
気
持
ち
で
学
び
直
し
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
目
的
を
し
っ
か
り

示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
担
任
は
専
門
的

な
知
識
・
理
解
の
向
上
と
基
礎
学
力
と
の
関
連
性
や
、

就
職
試
験
に
お
け
る
学
力
試
験
の
比
重
の
増
加
な
ど

を
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
ま
す
」

　
も
う
１
つ
は
、
２
・
３
年
次
の
「
課
題
研
究
」
だ
。

各
学
科
に
４
つ
ず
つ
設
け
ら
れ
た
計
20
の
研
究
室
の
中

か
ら
、
生
徒
が
自
分
の
興
味
の
あ
る
研
究
室
を
選
び
、

地
域
の
農
業
と
関
連
が
深
い
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー
プ
で
探

究
す
る
。
２
年
次
の
３
学
期
に
は
、
１
年
生
の
前
で
２

部
構
成
の
研
究
発
表
会
を
行
う
。
第
１
部
は
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
代
表
者
数
人
が
登

壇
し
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
用
い
て
研
究
内
容
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
す
る
。
第
２
部
は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

見
学
に
来
た
１
年
生
に
研
究
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
、

質
問
に
答
え
る
。
以
前
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
み

だ
っ
た
が
、
２
年
生
が
１
年
生
と
直
接
交
流
で
き
る
よ

写真１　認証審査本番では、農薬の取り扱いや管理
状況などもチェックポイントの１つとなる。そこで、
模擬審査では、メロン畑の薬品庫に山野所長が立ち
入り、扉の施錠の有無などについて、グローバル
ギャップチームの生徒と質疑応答を行った。

写真２　同校は２０１６年度から青森県教育委員会の
「高校生農力開花プロジェクト」の指定を受けており、
中国・四川省でのリンゴの販売は同プロジェクトの
一環として行われた。生徒６人と教師４人が参加し、
１０時間で約６５０個を売り上げた。

地
域
の
農
業
課
題
の
探
究
を
通
し
て
、

生
徒
の
専
門
性
を
高
め
る

＊２　ベネッセの教材の１つ。学習力を身につける、小・中学校範囲の学び直し専用のプリント教材。
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う
に
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
加
え
た
。

　「
質
疑
応
答
で
は
、
尋
ね
ら
れ
た
内
容
や
相
手
の

理
解
度
な
ど
に
応
じ
て
、
答
え
方
を
工
夫
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
思
い
が
け
な
い
質
問
を
受

け
、
と
っ
さ
に
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
研
究
内
容
を

振
り
返
り
、
理
解
を
一
層
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
質
問
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
１

年
生
は
本
当
に
自
分
の
所
属
し
た
い
研
究
室
を
見
つ

け
や
す
く
な
り
ま
す
」（
三
上
先
生
）

　
課
題
研
究
の
内
容
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
チ
ー

ム
が
発
足
し
て
か
ら
一
層
充
実
し
、
意
欲
的
な
研
究
が

増
え
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
高
校
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
の
成
果
な
ど
を
競
う
「
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
大
会
」
の
17
年
度
の
青
森
県
大
会
で
は
、
同
校

の
研
究
が
発
表
部
門
７
種
目
中
６
種
目
で
東
北
大
会
に

進
出
し
、
２
種
目
で
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。

　「
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
研
究
室
で
活
躍
す
る
姿

を
見
て
、
ほ
か
の
生
徒
も
刺
激
を
受
け
、
同
認
証
へ

の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
充
実
し
た

研
究
を
目
指
し
、
各
研
究
室
が
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲

気
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
」（
山
口
校
長
）

　
一
連
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
学
習
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
生
徒
が
増
え
、
農
業
関
連
の
各
種
資
格
試
験
な
ど

で
高
い
目
標
を
自
ら
設
定
し
、
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

る
。
同
認
証
取
得
前
は
65
％
が
農
業
関
連
以
外
の
進
路

希
望
だ
っ
た
が
、
取
得
後
は
逆
転
し
た
。
ま
た
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
育
成
に
は
日
頃
の
実
践
が
非
常
に
重

要
だ
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、
ど
の
生
徒
も
農
場
で
の

作
業
の
前
に
手
洗
い
を
励
行
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
同

認
証
が
求
め
る
品
質
管
理
の
規
範
が
、
学
校
全
体
に
根

づ
い
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

「
課
題
研
究
」
で
は
、
研
究
室
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
練
習
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
就
職
試
験
や
大
学
の

推
薦
入
試
の
面
接
な
ど
で
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
受
け

答
え
が
で
き
て
い
る
と
い
う
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
声
か

ら
は
、
農
業
へ
の
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、

将
来
の
展
望
を
具
体
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
（
コ
ラ
ム
）。
実
家
の
農
業
を
手
伝
う
際
に
、
リ
ス

ク
評
価
・
管
理
な
ど
に
つ
い
て
改
善
案
を
出
す
生
徒
が

多
く
、「
子
ど
も
が
見
違
え
る
よ
う
に
成
長
し
た
」
と

い
っ
た
声
が
保
護
者
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
取
り
組
み
を
継
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く

体
制
の
整
備
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に

多
く
の
作
物
で
同
認
証
の
取
得
を
目
指
す
。
ま
た
、
ほ

か
の
国
際
水
準
の
第
三
者
認
証
へ
の
挑
戦
に
も
積
極
的

で
、
森
林
科
学
科
の
生
徒
が
、
森
林
の
保
全
や
木
材
の

流
通
・
加
工
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
に
関
す
る
森
林
認
証
「
Ｆ

Ｓ
Ｃ
」（
＊
３
）
の
審
査
に
挑
戦
し
、
来
年
２
月
に
は

認
証
が
下
り
る
見
込
み
だ
。

　
山
口
校
長
は
、
今
後
の
抱
負
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
近
い
将
来
、
地
産
地
消
は
別
と
し
て
も
、
農
産

物
は
第
三
者
認
証
を
取
得
し
な
け
れ
ば
市
場
へ
の
流

通
が
難
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
地
域
の
農
業
と
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
る
本
校
に
は
、
国
際
社
会
の
動

向
を
予
測
し
、
先
手
を
打
て
る
人
材
の
育
成
を
通
し

て
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
使
命
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
果
た
す
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
先
生

方
と
し
っ
か
り
力
を
合
わ
せ
、
指
導
改
善
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

青森県立五所川原農林高校

17年度グローバルギャップチーム
メンバーによる成長実感のコメント

コラム

ほ
か
の
第
三
者
認
証
も
視
野
に
入
れ
、

取
り
組
み
の
継
続
的
な
発
展
を
目
指
す

生物生産科３年　伊藤宗史さん
◎チームでの取り組みを通して、よい農産
物を育てるためには、上質な土壌が欠かせ
ないと実感した私は、化学などの参考書を
読むなどして、圃

ほ

場
じょう

の地
ち

力
りょく

向上を追求す
るようになりました。学べば学ぶほど、農
業の奥深さが分かり、大学で農業にかかわ
る学問を専攻するという目的が固まりまし
た。また、メンバーと話し合う中で、自分
の考えを分かりやすく伝えられるようにも
なったと感じています。

生物生産科３年　高橋なぎささん
◎１年生の頃は、知らないことばかりでし
たが、自分で調べたり、先輩に質問したり
するうちに、任せてもらえる作業が少しず
つ増えていき、自信になりました。将来は、
農業高校の教師になり、知識も経験もな
かった頃の気持ちを忘れずに、生徒ととも
に「ＧＬＯＢＡＬ　Ｇ.Ａ.Ｐ.」の認証取得に取
り組んでいきたいと考えています。

食品科学科３年　豊川泰世さん
◎チームに所属した当初は、調べたり、考
えたりすることが多く大変でしたが、それ
だけに、認証が取得できた時の達成感は忘
れられません。「頑張れば結果はついてく
る」と実感し、ほかの教科・科目の学習に
も前向きに取り組めるようになりました。
また、実家は米農家なのですが、チームで
学んだことを家業に生かし、米のさらなる
品質向上につなげたいと考えています。

＊３　「Forest Stewardship Council」の略。
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